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スポーツ大会参加助成金交付規程 

 

 （趣旨）  

第１条 この規程は、各種全国競技大会の参加者に対し助成金を交付すること

について、必要な事項を定めるものとする。 

 （助成金の原資） 

第２条 助成金の原資は公益財団法人西条市スポーツ協会の基本財産の運用益

金をもって充てる。 

 （各種全国大会の範囲） 

第３条 助成の対象となる各種全国競技大会（以下「全国大会」という。）の範

囲は次のとおりとする。ただし、会長が特に認めた大会についてはこの限り

でない。 

(1) 公益財団法人日本スポーツ協会又はこれに加盟している競技団体が主催

するものであること 

(2) 県予選等を経た全国大会であること 

(3) 一般社会人を対象とした全国大会であること 

(4) 主催者において交通費その他経費が支給される全国大会でないこと 

 （助成金の額） 

第４条 助成金の額は、交通費及び宿泊費に係る助成金とし、助成金の額は下

表に定める額とする。 

(1) 助成金の支給は監督、正選手とする  

 

項  目 地域区分 金  額 

個  人 近畿以西 7,500 円 

中部以東、沖縄 10,000 円 

 

 

団  体 

 ２～４人 近畿以西 15,000 円 

中部以東、沖縄 20,000 円 

 ５～９人 近畿以西 25,000 円 

中部以東、沖縄 30,000 円 

10 人以上 近畿以西 40,000 円 

中部以東、沖縄 50,000 円 

 

（助成金の交付申請） 

第５条 助成金の交付を受けようとする者は、会長に助成金交付申請書（第１

号様式）を提出しなければならない。 

（申請の受理及び選考） 

第６条 前条の規定により提出された書類を受理したときは、助成金選考委員

会（以下「選考委員会」という。）で選考するものとする。 

（選考委員会） 
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第７条 助成金の決定に関する事項を審議するため、選考委員会を置く。 

２ 選考委員会は、委員 10 名以内をもって組織し、理事及び評議員のうちから

会長が委嘱する。 

３ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合にお

ける補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （選考委員会の委員長） 

第８条 選考委員会に委員の互選により、委員長１人を置く。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の

指名する委員がその職務を代理する。 

 （選考委員会の会議） 

第９条 選考委員会は、委員長が招集する。 

２ 選考委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができな

い。 

３ 選考委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

（助成金の交付決定） 

第 10 条 会長は、選考委員会の結果に基づき助成金の交付を決定し、助成金交

付決定通知書（第２号様式）により通知するものとする。 

 （助成金の交付） 

第 11 条 助成金の交付決定を受けた者は、助成金の交付を受けようとするとき、

請求書（第３号様式）を提出しなければならない。 

２ 会長が特に必要あると認めたときは、助成金の概算払いをすることができ

る。 

 （実績報告） 

第 12 条 助成金の交付を受けた者は、大会が終了したときは、その日から１か

月又は翌年度の４月 10 日のいずれか早い日までに実績報告書（第４号様式）

を提出しなければならない。 

 （補則） 

第 13 条 この規程の施行に関し、必要な事項は会長が理事会の承認を得て、別

に定めるものとする。 

 

附  則 

 この規程は、公益財団法人西条市スポーツ協会の設立の登記の日から施行す

る。 

 


